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(担当)  
生活安全企画課 

身近なところから｢防犯力強化｣を！ 

～みんなで、声掛けあって、被害防止～ 
 

 

 令和５年３月末現在、山口県内の住宅対象侵入盗被害は４３件で、その 

「金融機関に度々行くのが面倒」「何かあった時のために現金を保管して 

おきたい」などの理由で多額の現金を自宅に置いている･･･危険です！ 

うち５８％が無施錠で被害に遭っています。 

【多額の現金を自宅保管するリスク】 

・侵入盗被害に遭った場合、多額の被害 

となる可能性 

・災害時に失う可能性 

・タンス預金の存在を知らない家族等に 

処分される可能性 

・うそ電話詐欺被害に遭う可能性 

  金融機関などの第三者との関わりがないまま現金を用意で

きるため、詐欺に気が付かないまま被害に遭う可能性 

※ＣＰ部品とは、一定の試験をクリアした防犯性能の高い建物部品です。 


